
新潟市の現状と今年度の動き 

１．現計画の目標達成状況 

※増減については平成 22 年度比

２．家庭系ごみの推移 

区 分 
平成 22 年度 

（実績） 

平成 28 年度 

（中間目標） 

平成 29 年度 

（実績） 

平成 31 年度 

（最終目標） 

① 家庭系ごみ量

（１人１日あたり） 
494g 

484g 

（△10g） 

487g 

（△7g） 

474g 

（△20g） 

② 事業系ごみ排出量 84,393t 
79,300t 

（△5,093ｔ）

79,267t 

（△5,126ｔ）

74,500t 

（△9,893ｔ）

③ リサイクル率 27.0％ 
29.8％ 

（+2.8%） 

26.8％ 

（△0.2%） 

30.9％ 

（+3.9%） 

④ 最終処分量 32,092t 
22,500t 

（△30%） 

22,319t 

（△30.45%）

21,800t 

（△32%） 

（参考指標） 

廃棄物分野の CO２排出量
81,957t-CO２/年

75,800t-CO2/年 

（△8％） 

64,710t-CO2/年

（△21.04%） 

73,100t-CO2/年 

（△11％） 

資料７ 



参考：４月から１月までの家庭系ごみ排出量の推移 

３．次期一般廃棄物処理基本計画改定に向けた今年度の動き 

基本計画改定に向けた基礎資料とするために、今年度は「組成調査」と「家庭ごみに関

する市民意識アンケート調査」を実施。市民のごみの分別状況や減量意識の把握を行った。

「組成調査」の結果については第２回の清掃審議会配布資料、【資料２】のとおり。

４．市民意識アンケート調査について 

（１）調査の概要

① 調査地域：新潟市全域

② 調査対象：平成 30 年 7 月末現在の住民基本台帳に登録されている

満 18 歳以上の市民、4,000 人を無作為抽出。

⇒有効回収数：2,277 人（有効回収率：56.9%）

③ 調査方法：郵送法（調査票の送付・回収とも）

④ 調査期間：平成 30 年 9 月 28 日～10 月 12 日 

（２）質問の項目

項  目 質問数

① 対象者属性 7 問

② ごみの分別・減量 6 問

③ 情報入手手段 2 問

④ ３Ｒ意識 4 問

⑤ 食品ロス 5 問

⑥ 燃やすごみを出す頻度 1 問

⑦ 市のごみ処理施設への持ち込み 1 問

⑧ ごみ処理手数料収入の使途 1 問

⑨ 地域と協働で取り組む美化活動 2 問

区 分 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

① 家庭系ごみ排出量 122,541t 121,617t 121,678t 

② 家庭系ごみ排出量 

（１人１日あたり） 
496g 494g 496g 



家庭ごみに関する市民意識アンケート調査（報告書抜粋）

回答者の属性（報告書 5 頁より抜粋）

◆性別                  ◆年齢別

問 7 市が発信しているごみやリサイクルの情報をどのような手段で入手していますか。  

（複数回答可）（報告書 54 頁より抜粋）

男性

40.2 ％女性

58.5 ％

不明・無回答

1.3 ％

不明・無回答

1.3％

１８～１９歳

1.4 ％

２０～２９歳

6.5 ％

３０～３９歳

10.8 ％

４０～４９歳

16.4 ％

５０～５９歳

17.2 ％６０～６４歳

10.1 ％

６５～６９歳

12.2 ％

７０～７４歳

9.7 ％

７５歳以上

15.5 ％

不明・無回

答

0.3 ％

70.0 

21.6 

18.3 

17.4 

5.6 

5.5 

2.8 

9.0 

0.9 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

ごみ分別カレンダー

市報にいがた

資源とごみの情報紙「サイチョプレス」

市のパンフレットやチラシ

市ホームページ

家族や知人の話

「サイチョのごみ分別アプリ★」

市の情報は入手していない、わからない

その他

全体（n=2277）



問 9 「３Ｒ」という言葉や意味を知っていましたか。（報告書 67 頁より抜粋）  

問 11 あなたは買い物の際にレジ袋をもらっていますか？（報告書 76 頁より抜粋）

問 11－1 あなたがレジ袋をもらう理由は何ですか。（複数回答可）（報告書 80 頁より抜粋）

言葉も意味も

知っていた

37.7 ％

言葉は知っていたが、

意味は知らなかった

13.3 ％

言葉も意味も

知らなかった

47.0 ％

不明・無回答

2.0 ％
全体（n=2277）

言葉は知っていたが、

意味は知らなかった

いつももらってい

る

20.2 ％

もらう時もあるが、

もらわない時もあ

る

61.2 ％

いつももらわない

17.7 ％

不明・無回答

0.9 ％
全体（n=2277）

いつももらっている

もらう時もあるが、

もらわない時もある

48.6 

46.8 

35.8 

18.8 

5.8 

5.5 

5.0 

2.6 

2.6 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％

マイバッグを忘れたから

レジ袋をごみ袋として利用して

いるので、ごみ袋が必要だから

たくさん買い物をして、

袋に入れる必要があるから

レジ袋が無料でもらえるから

マイバッグ持参による特典

（割引やポイント付与など）がないから

マイバッグを持っていないから

マイバッグを持参するのが面倒だから

特に理由はない

その他

全体（n=1852）



問 13 あなたが、ふだん自宅で出すことのある「食品ロス」は何ですか。（複数回答可）

（報告書 90 頁より抜粋）

問 17 あなたは、宴席など会食の際に食べ残しが発生する原因は何だと思いますか。

（報告書 117 頁より抜粋）

問 18 あなたは、ふだん燃やすごみを何回出していますか。（報告書 121 頁より抜粋）

44.2 

27.9 

7.2 

36.4 

2.8 

0.7 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％

食べ残し

手つかず食品

過剰除去

ほとんど「食品ロス」を出さない

わからない

不明・無回答
全体（n=2277）

料理の量が多す

ぎる

27.4 ％

嫌いな料理・

食べられない料

理がある

19.6 ％

お酌や会話な

どで料理を食べ

る時間が少ない

25.6 ％

食べ残しについ

て

特に気にしてい

ない 7.1 ％

その他 3.0 ％

不明・無回答

17.3 ％
全体（n=2277）

食べ残しについて

特に気にしていない

7.1％

お酌や会話などで

料理を食べる時間が少ない

25.6％

料理の量が多すぎる

27.4％

嫌いな料理・

食べられない料理がある

19.6％

週１回

12.0 ％

週２回

15.1 ％

週２回だが、

夏場は週３回

12.0 ％

週３回

54.8 ％

わからない

2.2 ％

その他 1.4 ％ 不明・無回答

2.6 ％

全体（n=2277）



問 19－2 あなたが粗大ごみを自分で処理施設に持ち込んだ理由は何ですか。（複数回答可）

（報告書 138 頁より抜粋）

問 19－3 市の処理施設へのごみの持ち込みの利用回数はどれくらいですか。

（報告書 143 頁より抜粋）

問 20 家庭ごみの有料指定袋による収入は、ごみの収集運搬経費や処理経費ではなく、「資

源循環型社会促進策」「地球温暖化対策」「地域コミュニティ活動の振興」の３本柱

に資する事業に充てられています。ごみ処理手数料収入の活用について、どう思い

ますか。（報告書 147 頁より抜粋）

今後も３本柱の事

業に

活用した方がい

い

54.3 ％

ごみの収集運搬

経費や

処理経費に充て

た方がいい

18.8 ％

１、２以外の他の

事業に

活用した方がい

い

1.5 ％

わからない

21.8 ％

不明・無回答

3.7 ％

全体（n=2277）

１、２以外の他の事業に

活用した方がいい

1.5％

ごみの収集運搬経費や

処理経費に充てた方がいい

18.8％

今後も３本柱の事業に

活用した方がいい 

54.3％ 

45.9 

34.7 

17.6 

13.4 

12.9 

5.9 

2.6 

20.3 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％

ごみが大量に出たから

自分の出したいときに出すことができるから

粗大ごみ処理券の購入、収集の

申込をするのが面倒だから

粗大ごみ処理券を購入するより安くなると

思うから

処理施設が近くにあるから

粗大ごみは施設に持ち込むものだと

思っているから

その他

不明・無回答

全体（n=784）

１週間に１回程度

0.6 ％
１か月に１回程度

1.8 ％

半年に１回程度

22.3 ％

１年間に１回程度

41.5 ％

その他

23.4 ％

不明・無回答

10.4 ％

全体（n=1009）


